
大阪市立大学大学院

都市は大学とともに　大学は都市とともに
公立大学法人 大 阪 市 立 大 学

グローバルCOE拠点　2007-2011
OSAKAから21世紀都市の再創造 
from 文化創造と社会的包摂

都市は大学とともに　大学は都市とともに
公立大学法人 大 阪 市 立 大 学

嘉名光市　大阪市立大学大学院　教授　　　　

御堂筋完成80周年のレガシーとまちづくり



嘉名 光市（かな こういち）
大阪市立大学大学院工学研究科都市系専攻教授。 
博士（工学）、一級建築士。技術士（都市及び地方計画） 
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中之島ゲートエリアプロジェクト（社会実験）

中之島の入口（西端）に
９日間限定の埠頭が出現

川・水辺・まちの回遊性向上にむけた調査・検討の一環としての中之島ゲートエリアを中心とした社会実験です。

雨天中止

主催　大阪府、大阪商工会議所
協力　大阪市、川と海をつなぐ舟運にぎわいまちづくり事業実行委員会、北浜水辺協議会、
　　　東横堀水辺再生協議会、ざこばの朝市プロジェクト実行委員会、大阪水辺バル推進協議会、
　　　中之島ゲートエリア(仮称)活性化調査・検討委員会、水都大阪推進委員会事務局
事務局　中之島ゲートエリアプロジェクト(社会実験)事務局（(有)ハートビートプラン内）
TEL：080-4024-2256　URL：http://ngpj2012.blog.fc2.com/
地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト
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第一次大阪都市計畫事業誌　大阪市（1944）

街路の景観設計　技報堂 
H7以前の御堂筋



御堂筋はˊのトἾンἛにӳỪẶて٭ᢟをậてẨまẲた。御堂筋はˊのトἾンἛにӳỪẶて٭ᢟをậてẨまẲた。御堂筋はˊのトἾンἛにӳỪẶて٭ᢟをậてẨまẲた。

ᾂώ御堂筋のச来にӼẬて

（１）御堂筋の変遷

（２）御堂筋将来ビジョン策定の契機「御堂筋完成80周年記念事業」

　御堂筋の将来については、 時代の流れにより求められる道路空間機能の変化を受け

て、 御堂筋及びその周辺地域における人々の行動形態やまちの状況を踏まえ、 様々な

かたちで議論、検討が行われてきました。

　平成 29 年 5 月 11 日に完成 80 周年を迎えたことを契機として、 御堂筋完成 80 記念

事業を実施しています。記念事業では、 そのコンセプトを 『～ 「みち」 から未来を考える

～』とし、過去、現在、未来を見つめながら、人中心のみちへと空間再編をめざす今後の

御堂筋のあり方や、民間と連携したまちづくりのあり方について、「シンポジウム」、「ワーク

ショップ」、 「御堂筋の未来をビジュアル化する社会実験」などを通じて議論し、 いただい

たメッセージ等をもとに御堂筋の将来ビジョンを策定することとしています。

　拡幅以前の御堂筋は、道幅 6 メートル、北の淡路町から南の長堀まで約 1.3 キロメートルの狭く短い道でした。そ

の御堂筋を幅 44 メートル、南北に延びること約 4 キロメートルの道にするという關市長の構想は当時の常識では考

えられないものでした。工事にかかる莫大な費用、 地下鉄工事と同時に行うというこれまでに例のない難工事といっ

た困難を乗り越え、御堂筋は昭和 12 年 5 月 11 日に開通の日を迎えます。

　そして、 御堂筋完成から約 30 年後の昭和 40 年頃には空前のマイカーブームが到来し、 広大な道幅を誇る御堂

筋にも交通混雑が見られるようになります。こうした状況から、 大阪万博の開催年となる昭和 45 年には交通問題の

一層の深刻化を予測し、 御堂筋をはじめとした大阪都心の幹線道路を双方向通行から一方通行に切り替えまし

た。

　また、 昭和 58 年には道路空間を最大限に活用したイベントである御堂筋パレードが開催されます。近年では御

堂筋オータムパーティーをはじめとした公民協働によるイベント等も行われ、来訪した人びとを魅了しています。

　そのほかにも、 世界的にも一級である彫刻家の作品が並ぶ「御堂筋彫刻ストリート」の整備、 沿道建物のまちなみ

誘導など、御堂筋は時代のトレンドに合わせて変遷を遂げてきました。

ਘࢌЭの御堂筋
写真出典：大阪歴史博物館

ਘࠢ後の御堂筋（ଯԧ14年）
写真出典：大阪歴史博物館

ଯԧ40年᪭　᩿ݣᡫ行の御堂筋
写真出典：大阪歴史博物館

の御堂筋נྵ
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御堂筋に関わる流れ　その1

• 1887（M20） 「市区改正方案」　（約27m） 
• 1899（M32） 山口半六博士「大阪市新設市街設計」 
• 1918（T7） 都市改良計画調査会「仮定大阪市改正街路図」 
   　（約33m） 
• 1919（T8） 「大阪市区改正設計」　（廣路　24間　約44m） 
   　＜都市計画法、市街地建築物法　公布＞ 
• 1921（T10） 「第1次大阪都市計画事業」案認可 
• 1923（T12）　　＜関東大震災＞ 
• 1926（S1） 着工 
• 1928（S3） 　＜綜合大阪都市計画　決定＞ 
• 1934（S9） 「大阪都市計画美観地区」指定（1938追加指定） 
• 1937（S12） 完成 
• 1950（S25） 　＜建築基準法　公布＞ 
• 1968（S43） 　＜都市計画法　公布＞ 



御堂筋に関わる流れ　その2
• 1950（S25） 　＜建築基準法　公布＞ 
• 1968（S43） 　＜都市計画法　公布＞ 
• 1969（S44） 容積地区指定による「絶対高さ制限」廃止（いわゆる百尺規制） 
   「御堂筋の景観保持に関する建築指導方針」 
   （淀屋橋・本町間） 
• 1970（S45） 南行一方通行実施 
• 1982（S57） 御堂筋プロムナード 
   「建築美観誘導制度」 
• 1983（S58） 御堂筋パレード始まる 
• 1987（S62） 御堂筋完成50周年記念事業 
   「屋外広告物に対するガイドプラン」 
• 1989（H1） 銀杏ライトアップ 
• 1995（H7） 「御堂筋沿道建築物のまちなみ誘導に関する指導要綱」 
• 2004（H16） 淀屋橋地区 　都市再生特別地区 
• 2007（H19） 御堂筋完成70周年 



御堂筋完成80周年記念事業推進委員会がሊ定Ẳたకをờとに、今後行కとẲてとりまとỜるʖ定。

Ẕ御堂筋将来ビジョンへのἳἕἍージẕ

御堂筋の将来については、םʩᡫႾのሥྸのˊẦỤྵנにᐱるまで
ಮẉなẦたちで議論、౨᚛が行ỪủてẨまẲた

～ɼなἳἕἍージ～

「世界最新モデルとなる、人中心のストリートへ」ẔἳἕἍージẦỤݰẨ出Ằủた将来ビジョンのἅンἍἩトẕ

　「シンポジウム」 「ワークショップ」 「御堂筋の未来をビジュアル化する社会実験」

などを通じて、市民や学識経験者（専門家）の方々から、御堂筋の空間再編や人

中心の道路への転換を求めるメッセージを数多くいただきました。

●短期、中期的な取り組みとして側道を人が集える空間に

●長期的な取り組みとして、クルマを排除し人が集える空間に

●世界の最新モデルを関西から発信

●継続的に空間再編に取り組む

●歩行者通行空間を広げ歩行者が安全 ・ 安心で快適に通行

できる空間　など

御堂筋将来ビジョンへの
ἳἕἍージのዮૠとЎ

シンポジウムシンポジウムシンポジウム

ワークショップワークショップワークショップ

御堂筋
オータムパーティー
御堂筋
オータムパーティー
御堂筋
オータムパーティー

道路における
公民連携アンケート
道路における
公民連携アンケート
道路における
公民連携アンケート

意見総数
4,072名（ワークショップ）

WS1： 人中心の道路づくり
WS2： 道路における公民連携
WS3： 安全で楽しい自転車利用
WS4： 地下空間の利活用
WS5： 世界に誇るイチョウ並木の育成
WS6： 水の都・大阪
　　　　～道頓堀川を中心に～

（ワークショップ）
WS1： 人中心の道路づくり
WS2： 道路における公民連携
WS3： 安全で楽しい自転車利用
WS4： 地下空間の利活用
WS5： 世界に誇るイチョウ並木の育成
WS6： 水の都・大阪
　　　　～道頓堀川を中心に～

（ワークショップ）
WS1： 人中心の道路づくり
WS2： 道路における公民連携
WS3： 安全で楽しい自転車利用
WS4： 地下空間の利活用
WS5： 世界に誇るイチョウ並木の育成
WS6： 水の都・大阪
　　　　～道頓堀川を中心に～

春：565 

夏：200 

秋：302 

WS1：128 

WS2：51 

WS3：200 

WS4：119 

WS5：1,205 

WS6：92 

メッセージ：95 

イチョウパネル
：859 

1,067 1,067 

1,795 1,795 

954 954 

256 256 

御堂筋空間Мဇ౨᚛会 （μ 5ׅ）

御堂筋の空間Мဇに̞る中間੩ᚕ （ᵦ24ᵌ3）

世界にᛍủる᭽щとកỪいにẝふủた空間の創出

Ẕ空間МဇἅンἍἩトと将来ẕ

「ἂἻンἛデἈỶン Ὁ大阪」 （ᵦ24ᵌ6）

ʩႾẦỤ大阪市にᆆሥ （ᵦ24ᵌ4）

2012（平成24）年

2009（平成21）年

2013（平成25）年

2014（平成26）年

2016（平成28）年

2017（平成29）年

御堂筋将来ビジョンのሊ定

御堂筋完成80周年記念事業御堂筋完成80周年記念事業御堂筋完成80周年記念事業

御堂筋の空間ϐዻについて （క） （ᵦ26ᵌ10）

ἣἨリἕἁἅἳントの実施 （ᵦ26ᵌ10）

モデルૢͳの実施 Ὁ౨ᚰ （ᵦ28ᵌ1 ～）

Ẕ道路空間ϐዻのؕஜૢͳ૾ᤆẕ

ᙻの道路空間ẦỤ人ᙻの道路空間へ

御堂筋デἈỶンỾỶἛἻỶン （ᵦ26ᵌ1ᵇ

ẔまちỀくりの૾ᤆとඝ道建ሰデἈỶンᛔݰẕ

大阪のˡወと᪃新がạỚẻす世界ႎἨἻンἛ Ὁ ストリート

　～ഩいてಏẲỜ、 24 間ᆙするٶೞᏡỺリỴへ

大阪市ᣃ市ᚘဒݙ議会ݦᧉ部会

（ᵦ25ᵌ3）

「御堂筋ỺリỴのビジョン」

御堂筋完成 80 周年記念事業　

推進委員会設ፗ （ᵦ28ᵌ11）

御堂筋完成 80 周年 （ᵦ29ᵌ5ᵌ11）

～「Ớち」ẦỤச来をᎋえる～

ᢅӊを
ốܖ

（いま）נྵ
をᙸつỜる

ச来を
ᎋえる

御堂筋将来ビジョン
のሊ定

ビジョン実ྵにӼẬた
ἧỳーストスἘἕἩ

人中心のỚちへと空間ϐዻをỜằす今後の御堂筋のẝり૾ở、

ൟ間とᡲઃẲたまちỀくりのẝり૾なỄを議論する御堂筋をӕりࠇくྵཞở進行中のӕኵỚを៊まえる

Ắủまで御堂筋がௐたẲてẨたࢫл Ὁыጚをਰりᡉる

Ẕ事業ἅンἍἩトẕ
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第一次大阪都市計畫事業誌　大阪市（1944）



都市計畫事業の一大危機 片岡安

建築と社会　Vol.11No.1 （1928（S3.1））

・・・缺陷とは何であるかといふに、其街路に面する適
當なる建築敷地の造成を考へずして、唯徒らに街路その
ものゝ擴築に沒頭することである。・・・ 
・・・都市の街路殊に廣路とか一等大路とかいふような
幹線街路に於ては唯その街路の交通が便利であればそれ
で其使命を全ふするが如く簡単に考ふる譯にはゆかな
い。・・・ 
・・・概ね道路敷地の部分的買收を以て、事業の進捗を
計るが故に、新建築線に面する宅地の大小形狀は亂雜無
秩序を極め、街路の路面そのものは舗裝を以て完備さるゝ
も、建築線に沿へる建築物は一箇一箇としても亦其集團
としても到底その經濟的及美觀的價値を發揮することの
出來ないような場合が頗る多いのである現に我大阪市の
最重要なる南北縱貫街路たる廣路の既成部分に就て見る
も其建築敷地の亂雜なる驚くべきものがある。・・・



建築と社会　Vol.11No.1 （1928（S3.1））



第一次大阪都市計畫事業誌　大阪市（1944）



二十四間道路と建築の關係 岡崎早太郎

建築と社会　Vol.12No.7 （1929（S4.7））

・・・しかるに之を現在の實况から觀察すると、郊外地
にありては當局者の指導と土地所有者の自覚に依り盛に
土地區劃整理が行はれあるから、何等遺憾はないが、都
心部には何等の施設がない。・・・ 
・・・要するに都市計畫は單に幅廣き道路さへ造れば、
他を顧みるを要せずと言ふ謬想の齎せる産物である。

都市美觀号



1934（S9） 「大阪都市計画美観地区」
指定

• 「大阪駅、南海鉄道難波駅、京阪天満橋駅、大軌
上本町駅及阿倍野橋駅付近ハ市内外交通ノ要衝ニ
当タリ美観ノ増進ハ最モ緊要ナリト謂フベク、広路
御堂筋線ハ南北交通ノ重要幹線ニシテ都市計画事
業未ダ完成セザル為街衢建築物ノ違容整ハザルモ将
来高層建築地帯タルニ至ルベキ明カナルベク、又梅
田、渡辺橋間ノ道路ニ沿ウ一帯ノ地ハ前記御堂筋
線ニ沿ウ一帯ノ地ニ次グ主要区域ナリト認ム」



 
竹内、嘉名他（2006）戦前期大阪における都市美思想の展開に関する研究

-雑誌『大大阪』の論考分析を通じて-



拡幅前の淀屋橋筋



淀屋橋南詰の御堂筋　拡幅前



淀屋橋南詰の御堂筋　拡幅後（昭和4年）



堂ビル北側の立退き



立退きが終わった北御堂周辺



大丸とそごう百貨店（昭和初期）



高島屋百貨店（昭和７年）
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機能更新型地区計画の導入 

御堂筋デザイン会議 
　ガイドラインとレビュー 

歩行者空間化社会実験 

エリアマネジメント導入を 
前提とした仕組みづくり 

大阪市資料



大阪市都市計画審議会専門部会　御堂筋の活性化に関する検討調査　H25.3
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大阪市都市計画審議会専門部会　御堂筋の活性化に関する検討調査　H25.3
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④統一感、風格を感じ

　イチョウを際立たせる空間づくり

エリアテーマ 「楽しく歩ける賑わい商業エリア 」

●平成 28 年 11 月にィ⏬䛾実現性を検ドするとともに、 関ಀ者で将

来像を共有することを┠的とした社会実験を実施しています。

●⥳䛾中で᠁える遊びሙとして䛾バーベキューブースやオープンカ

フェなどを常設。難波地域䛾新たな魅力スポットとしてまち䛾にぎわ

い向上に期待が持たれます。

䈜にぎわいと魅力ある⾤並み䛾形成に向けて、御堂筋䛾道路空間

再編と連携し、 ᭮᰿ᓮ地下歩道や難波ඖ町䛾立ᆙ䝲ード㊧地

整備を進めます。（実施主体）国ᅵ交通┬近␥地方整備ᒁ

●平成 29 年 8 月に同ሙᡤで行われたシンポジウムで䛿、オープンセッ

ションとして地域でにぎわい䛾創出に取り組んでいる有識者、 学生、

エリアマネジメントᅋ体など䛾方々とともに、 そ䛾有効活用について

議論が行われました。

Ṽイチョウ䛾存在ឤを引き立たせる空間

Ṽイチョウ䛾魅力をఙ䜀す空間

Ẏᡫ行ἐーンẏ  歩行者と自転㌴䛾通行空間をศ㞳（増加する歩

行者䛾通行機能を重どし䜖ったりとした空間を☜ಖ）

Ẏ๛သἐーンẏ 観光ᐈがⴠち╔いてఇᜥでき、 周辺観光情報を

▱ることができる空間

ẎМဇἐーンẏ 周辺観光䛾情報発信を行うことができる空間

ẎٶೞᏡἐーンẏ ⴠち╔いた㞺ᅖẼを₇出する⥳やఇᜥ空間

䛾ある空間

なんば駅周辺における空間再編（なんば駅前広場）

　側道歩行者空間化で䛿、 ᾷᒇᶫ

～༓日前通までにおいて、 ３つ䛾

エリア毎䛾テーマに沿ってල体化

していきます。側道部ศを歩行者

空間にすることで、 新たに滞␃ ・

利活用空間を創出するとともに、公

民連携による利活用を進めます。

滞␃ ・ 利活用空間䛾設えに関して

䛿、 各エリアテーマに沿ったデ䝄イ

ンとします。

Ẕ᧙ᡲ施ሊẕ

曽根崎地下歩道の有効活用 ※

（仮称）JUNGLE NAMBA（国道25号元町2丁目交差点）※

空間構成

ỶンἧἻ Ὁ ؕႴ施設のϐዻ

関西国際空港に直結する主要交通結節点であり、多様な商業

施設や観光資源が集積するなん䜀駅周辺䛾道路空間におい

て、ᐁ民連携により㌴中心䛾空

間から人中心䛾空間へと再編

し、新たな᠁い䛾空間や魅力あ

る都市空間䛾創出を䛿かるとと

もに、駅前空間を拠点とした周

辺エリアへ䛾ᅇ遊性䛾向上を䛿

かります。

御堂筋䛾南➃、ඖ町䠎┠交差

点で䛾御堂筋共同⁁立ᆙ工事

が完成することにకい、そ䛾上

部となる空間䛾活用を公ເᆺプ

ロポー䝄ル方ᘧにより選定され

ました。

都心・梅田における㈗重なオー

プンス䝨ースとして、まち䛾にぎ

わい形成にᐤ与する活用が求

められます。

●㞄᥋する阪神ⓒ㈌ᗑ䛾建替

や、 うめきた 2 期䛾まちびらき

䛾時期に合わせて、 平成 34

年度䛾地上部 （道路ᪧ） 䛾

ᴫ成をめざします。

大阪駅前地下道東広場の改修
東広ሙ䛿、梅田エリア䛾主要駅

や地下⾤等と᥋続し、また、「う

めきた」と「御堂筋」を結ぶ、多く

䛾歩行者が利用するᴟめて重

要な地下空間です。周辺地下

空間䛾⪏㟈化が進む中で、ᑐ

策未実施䛾東広ሙ䛾抜本的な

ᨵಟについて、㞄᥋する阪神ⓒ

㈌ᗑ䛾建替工事に合わせて実

施します。

䈜「御堂筋デ䝄イン指針」にヲ㏙

ᡫ行ἐーンᡫ行ἐーンᡫ行ἐーン

ೞᏡἐーンٶೞᏡἐーンٶೞᏡἐーンٶ

ᡫ行ἐーンᡫ行ἐーンᡫ行ἐーン๛သ Ὁ Мဇἐーン๛သ Ὁ Мဇἐーン๛သ Ὁ Мဇἐーン

なỮịᬜЭئ࠼

御堂筋σӷไ
ᇌئ࠼

ҘଐЭᡫ

6m

歩道

44m

6m

歩道

5～
5.5m

側道

5～
5.5m

側道

4～
4.5m

4～
4.5m13m

本線

15.5m

歩道

44m

15.5m

歩道

13m

本線

断面イメージ

䈜ᑍ法䛿ᴫ䛽䛾
㊥㞳を記㏙

側道
歩行者空間化

現況
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Roadmap

෭ދ～中ځ大ᡫ 中ځ大ᡫ～ᧈؗᡫ ᧈؗᡫ～ҘଐЭᡫ

ビジスὉỼἧỵスが中心 業務とՠ業がฆנ ՠ業Ὁࡃᑄが中心

●オフィスの集積したビジネス⾤であり、ⴠ
ち╔きのあるゾーン。

●長堀通周辺を中心に、 高級ブランド
ショップ等がそのエリアを広げている
ゾーン。

●心ᩪᶫを中心にⓒ㈌ᗑやブランドショッ
プが集積しており、⳹やかな㞺ᅖẼを形
成。

ᐯѣのʩᡫがٶい ᐯѣのʩᡫがٶい ഩ行ᎍのʩᡫがٶい

ഩ行ᎍのʩᡫがٶい

●南側とẚべて自動㌴の交通㔞が約３割
多い。

●南側とẚべて自動㌴の交通㔞が約３割
多い。

●北側にẚべて歩行者交通㔞が約３割多

い。

●近年、インバウンドの増加もあり、歩行者
が≉に多く、 自転㌴との㍽㍵により༴㝤
な状態が見られます。

ഩ行ᎍのʩᡫがٶい

●ブランドショップ等のᗑ⯒が多く立地し
ていますが、 䜖っくりとウインドショッ䝢ン
グをする空間が少ない状況です。

ُ᩿後ᡚ部ЎでのにẩỪい創出

●䠐䡉のቨ㠃後㏥部においてマルシェや
コンサートなどのにぎわい創出が行われ
ていますが、 滞␃空間が少ない状況で

111 御堂筋完成80周年（2017年～）　

ྵඞ

ᾄώെ階ႎな空間ϐዻ

御堂筋将来ビジョン実現に向けて
　　御堂筋将来ビジョン実現に向けては、 都心部の交通ネットワークの再編や沿道建物の誘導、 持続可能な都

市への転換に向けた社会インフラの構⠏など、 様々なศ㔝においてẁ㝵的に取り組むことが必要であるため、

ま䛪は側道を活用した空間再編に取り組むこととします。こうした取り組みをふまえながら御堂筋完成 100 周年

をター䝀ットイ䝲ーとして検討と実㊶を進め、将来ビジョンの実現をめざします。

ẔỺリỴཎࣱẕ

　御堂筋沿道の≉性はエリアによって変化しています。今後、空間再編を進めていく上では、こうした≉性をふまえ、まちと

道路との関ಀ性に㓄៖しながら、㠃的など点で空間づくりを進め行くことが必要です。

御堂筋ҘଐЭᡫˌ南モデルૢͳ　平成28年11月完成

●側道を活用しႚ緊の課題となっている歩行者と自転㌴が歩道

内で混在している状況の解ᾘを行うとともに、御堂筋全体の道

路空間再編のイメージを現地で可ど化し、歩行者 ・自転㌴通

行の安全性や快適性等の道路空間のあり方の検ドにつなげ

ていくことを┠的として実施しました。

Ẕͨ道ഩ行ᎍ空間҄にӼẬたẮủまでのӕりኵỚẕ

整備前 整備後

14

Ẕ将来ビジョン実ྵにӼẬたɼなӕりኵỚẕẔ将来ビジョン実ྵにӼẬたɼなӕりኵỚẕẔ将来ビジョン実ྵにӼẬたɼなӕりኵỚẕ

Ẕͨ道ഩ行ᎍ空間҄にӼẬたɼなӕりኵỚẕẔͨ道ഩ行ᎍ空間҄にӼẬたɼなӕりኵỚẕẔͨ道ഩ行ᎍ空間҄にӼẬたɼなӕりኵỚẕ

●エリアの特性をふまえた、面的な視点での空間づくり

●社会実験などによる交通や荷捌きへの影響の検証

●将来ビジョンを推進する公民連携体制づくり…など

　

●都心部全体の交通ネットワークの再編

●沿道建物の誘導

●スマートシティの考え方に基づく暮らし、ビジネス、社

会的インフラの構築・持続可能な都市への転換

●歩行者と多様なモビリティが安全に共存できる仕組み

づくり　…など

　

22 ჺὉ中（2018年～）

ͨ道ഩ行ᎍ空間҄

ἧỳーストスἘἕἩ

33 御堂筋完成100周年を
ἑーἄἕトỶἶーとẲて設定

ᧈ

将来ビジョン

将来ビジョン実ྵにӼẬた
ἧỳーストスἘἕἩとẲて
ͨ道ഩ行ᎍ空間҄にӕりኵỚます。

将来ビジョン実ྵにӼẬた
ἧỳーストスἘἕἩとẲて
ͨ道ഩ行ᎍ空間҄にӕりኵỚます。

将来ビジョン実ྵにӼẬた
ἧỳーストスἘἕἩとẲて
ͨ道ഩ行ᎍ空間҄にӕりኵỚます。

御堂筋の道路空間のϐዻにӼẬたᅈ会実᬴　平成25年11月ᵍ平成26年10月

御堂筋のச来をビジἷỴル҄するᅈ会実᬴　「御堂筋ἓἵἾンジ」　平成29年11月

●モデル整備により拡ᙇされた歩行者 ・ 自転㌴通行空間を活

用し、さらに魅力ある空間としての活用の可能性について検ド

することを┠的として実施しました。

●新ᶫ交差点から難波西口交差点間の約䠍 km の側道を実際に

㛢㙐し、「側道の通行規制による交通影響の☜ㄆ」、「側道に自

転㌴通行空間を☜ಖした際の歩行者等の安全性の☜ㄆ」 など

を┠的として側道㛢㙐社会実験を実施しました。

●結果としては、滞など本線における過度な交通影響は☜ㄆさ

れませんでしたが、 アン䜿ートではドライバー等 7割近い方から

通常よりも混雑をឤじたとのᅇ⟅があり、 本線の交通影響を可

能な限り⦆和するᑐ策についての検討が必要であることが☜ㄆ

できました。

Ẕͨ道ഩ行ᎍ空間҄にӼẬたẮủまでのӕりኵỚ̊ẕ

平成25年11月 平成26年10月
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ワ ー ル ド ク ラ ス の に ぎ わ い 空 間  御 堂 筋 フ ェ ス テ ィ バ ル モ ー ル 化 に む け た 先 導 事 業 

難波駅前を歩⾏行行者主体のにぎわい空間に 

難波駅周辺は⼤大阪を代表する世界レベルの観光地であり、
お客さまを迎える駅前を抜本的に改善し、御堂筋と⼀一体と
なった魅⼒力力化が急務。 

■ミナミにワールドクラスの新名所を 

御
堂
筋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
モ
ー
ル
化

 

国際空港線 
南海難波駅 

旧態依然とした難波駅前を抜本改善 世界は急ピッチに都⼼心改造 

難波駅前広場 
歩⾏行行者優先化 
検討範囲 

御堂筋と⼀一体に顔づくり 

国際線ターミナルとしての顔 

世界的な観光エリアとしての顔 

駅前広場を⾃自動⾞車車が占める 通りは放置⾃自転⾞車車の溜溜り場 

難波駅前をワールドクラスの広場に 

N.Y.タイムズスクエアは⾞車車主体から歩⾏行行者主体へ 

世界の主要都市は都市間競争に
打ち勝つため、都⼼心部を⼤大胆に
改造して歩⾏行行者主体の街づくり
を進めている。 

現広場は歩⾏行行者空間を重視して地上地下を含めて再⽣生、御堂筋と⼀一体的
にワールドクラスの観光名所、にぎわい交流流拠点とする。 

道頓堀 戎橋 

千⽇日前通り 

法善寺横丁 

なんば花⽉月 

なんばパークス 

■繁華街の防災拠点づくり 
難波駅周辺は密集した繁華街ながら防災機能が脆弱であるため、難波駅
前の広場化により防災拠点としての機能も持たせる。 
■地元主導の組織づくり 
地元では「なんば安全安⼼心にぎわいの街づくり協議会」が設⽴立立されてお
り、ビジョンづくりに着⼿手中。公共空間をにぎわいづくりに⽣生かすため
の運営管理理を担う、ソフトなしくみもワールドクラスを育みたい。 

戎橋筋
商店街 

⼼心斎橋筋 
商店街 

宗右衛⾨門町 

とんぼりウォーク 

世界的観光
集客エリア 

地元から難波駅前広場の提案（検討中）ミナミの駅前も
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グランフロント大阪TMO 一般社団 ● ◯ ● ● うめきた広場（行政財産貸付）／大阪版BID条例適用１号
西梅田地区開発協議会 任意組織 ● ◯ ◯ ● 地下通路（社会実験）
北梅田地区まちづくり協議会 民間 ● ◯ ● 歩行者空間（社会実験）
梅田地区エリアマネジメント実践連絡会 任意 ● ー ー ー ー 【エリア連携】

中之島 中之島まちみらい協議会 任意 ● ◯ ◯ ● ● 緑道・歩行者デッキ等
大阪ビジネスパーク協議会 一般社団 ● ◯ ● ◯ ◯ パークアベニュー（社会実験）／大阪城港周辺（検討）
大阪城パークマネジメント共同事業体 JV ● ● 大阪城ＰＭＯ（５施設指定管理）＋賑わい事業
もりのみやキューズモールBASE 民間 ● ● 屋上ランニングトラック、まちライブラリー
堺筋アメニティ・ソサイエティー 任意 ●
三休橋筋商業協同組合 組合 ● ◯ ● 電線地中化、歩道整備、ガス灯
The 道修町倶楽部 任意 ● ◯ ◯ ◯ ◯ 電線地中化、歩道整備（計画）、船場建築線
船場げんきの会 任意 ◯ ● ー ー ー ー 【エリア連携】
御堂筋まちづくりネットワーク 任意 ● ◯ ◯ ● ● 緩速車道の歩行者空間化（検討）／御堂筋沿道
御堂筋・長堀２１世紀の会 ＮＰＯ ● ◯ ◯ ◯ 緩速車道の歩行者空間化（検討）／クリスタ長堀
ミナミ御堂筋の会 任意 ● ◯ ● 緩速車道の歩行者空間化（モデル地区）
なんば安全安心にぎわいのまちづくり協議会 任意 ● ◯ ◯ なんば広場改造計画（社会実験）
ミナミまち育てネットワーク 任意 ● ー ー ー ー 【エリア連携】
心斎橋筋まちづくり推進協議会（商店街） 任意・組合 ● ◯ ● ◯ 景観協定
宗右衛門町商店街振興組合 組合 ● ◯ ● 電線地中化、歩道整備、地区計画、風俗関係条例
なんばパークス 民間 ● ● パークスガーデン、キャニオンコート
天王寺公園エントランスゾーン（近鉄） 民間 ● ● 魅力創造・管理運営事業
Welcoming アベノ・天王寺 任意 ● ー ー ー ー 【エリア連携】
中之島水辺協議会 任意 ◯ ● ● 中之島BANKS　ほたるまち　中之島LOVE CENTRAL
北浜水辺協議会 任意 ◯ ● ● 北浜テラス（川床）
東横堀川水辺再生協議会 任意 ◯ ● ● 川床（社会実験）本町橋船着場　等
道頓堀川水辺協議会（ミナミ） 任意 ◯ ● ● とんぼりリバーウォーク
水都大阪コンソーシアム（4/1～） 任意 ● ● ● 【中間支援】行政＋経済界＋民間
大阪ドームシティ開発協議会 任意 ●
湊町地区開発協議会 任意 ●

ミナミ

公的空間

水都
（準則特区）

補足説明

その他

組織種別エリア 団体名

主たる対象エリア 公共空間

梅田
キタ

船場

御堂筋

天王寺

ＯＢＰ
大阪城
森ノ宮

各種資料より嘉名光市作成



２．条例に基づく設立・事業プロセス等 

■各種の計画、協定の関係 

［スタートアップ］ 

咬
地
権
者
等
咭 

咬
大
阪
市
咭 

［活動の実施］ 

地区計画素案、都
市再生整備計画素
案の作成 

都市利便増進協定
の締結 
（相当数の同意） 

エリアマネジメント
地区運営計画の作
成（各年度ごと） 

公共施設の運営等のエ
リアマネジメント活動の
実施 

事業報告書
の作成等 

市長による認定 市長による認定 市長による認定 
分担金条例の制定 
（地区ごと） 

分担金の徴収、都市再
生整備法人への委託 

監督、是正
命令等 

都市計画審議会 
（意見聴取、承認） 

大阪市会 

地区運営計画の認定を
受けた都市再生整備法
人（一般社団法人） 

［地区計画］ 

 区域、 

  方針等 

［都市再生整備計画］ 

・区域、整備の方針等 

・地域運営の基本事項 

 （協定記載事項の概要） 
 

［都市利便増進協定］ 

  ・協定対象施設の種類・位置 

  ・施設の整備又は管理方法 
  ・整備又は管理の費用負担 
  ・協定の有効期間 等 

同じ 
区域 

細目規定 

■区域イメージ 

4 

（都市再生法46条、 

 都市計画法12条の４） （都市再生法72条の３） （市条例で規定） （市条例で規定） 

地区計画、都市再生整備計画の区域 

協定（分担金徴収）の区域 

活性化に資する施設（ベンチ、街灯、案内板、広告塔など） 

［地区運営計画］ 

（年度ごとの事業 

 内容、体制、収支 
 計画を規定） 

実行計画 

［分担金条例（市）］ 

・課金対象者の設定 

・課金標準、課金額 

 の設定 

大阪市エリアマネジメント活動促進条例 
（大阪版ＢＩＤ条例）

地区運営計画
地区運営計画の認定
認定都市利便増進協定

（都市再生整備推進法人）

整備等実施期間5年

エリアマネジメント団体

分担金

交付

地区計画 
都市再生整備計画地権者 

企業など
参加 支出

大阪市申請

質の高い公共空間の整備・管理 
環境・防災等のまちづくり 
プロモーション活動 
エリアマネジメント組織の運営　等

地方自治法 
224条

Association of Area Management Apply

Osaka 
City 

Local 
Government

Approval

Agreement

Budget issue

Contribution 
BID Tax

Special District Plan

District Management Plan

Area management activities promoting regulations in Osaka

5Years



dumbo
down under the manhattan bridge overpass

BID 

Business
Improvement

District

VIOLENT AND NONVIOLENT CRIME

S
o

u
rc

e
: 

N
Y

P
D

 a
n

d
 T

im
e

s
 S

q
u

a
re

 A
ll

ia
n

c
e

0     

903

150

2003 2005 20062004 2007

Nonviolent CrimeViolent Crime Total

1000

1800

1600

1400

1200

800

600

400

200
188

151
125

161

1172
1053

815

936

1241

1097

965

1028

1323

Alliance Public Safety Officers (PSOs) are the organization’s eyes and ears on the street.

OPERATIONS  3

185,905
Number of bags of trash collectd by the Alliance’s 

sanitation staff, over 17,000 more bags than 

collected in 2006.
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Our mission to promote and 

improve Times Square begins with 

keeping the streets clean and 

safe.  Our Operations department, 

encompassing Public Safety and 

Sanitation divisions, work with 

the NYPD and NYC Department of 

Sanitation to ensure that everyone 

who passes through Times Square 

feels welcome here.
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-5 વകઁৃभ
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ఁౄ 

-5 ূകઁৃभ
ৗਝ

「ਕॡট५५ॡग़॔」भল 

ଚਨകઁৃभ
ఁౄ 

ଚਧകઁৃभ
ৗਝ

 ૬भઅइ্ ڭٕگ
 
 

 كॹॵय़ಉقనষ૬؞കઁৃكڮ
കઁৃभગౣؚఁౄؚৗਝ॑ষःまघ؛ତपँञढथम 「ؚਕॡট५५ॡग़॔」धभ

৬ਙपଦൟघॊधधुपؚనষृঽभ॑ਔखؚৄৢख॑ન৳खञॎऊॉृघ
ऎਹਙभৈः空間धखまघ؛ 

まञؚనষभ「えき」ऊै「えき」षभଭఌृ 「ؚまち」षभणऩऋॉ॑ਔखؚ
मुधेॉॹॵय़ृৣभనষ空間ॿॵॺডشॡभગଡണ॑ఢఈড়間ਝभ৫पँॎ
चथষःまघ؛ 

كَڭ ਕॡট५५ॡग़ُ॔ 
ऎभऋষきઐअଡ଼॑ যؚधਁુઐৢરभ空間पૡఌख 神ؚ⼾भঢ়ઠदँॊਕ

पఋॉয়ढञযऋ ௹ؚऊऩঽேध市भણৡऋુோघॊ神⼾ஆঽभྟৡ؞神⼾ैखऔ॑ମप
गैोॊ空間॑লखまघ؛ 

まञؚવਨ্पमၴपधढथुઞःृघःਁુઐৢກधखथभ空間॑ન৳खまघ؛ 

 ॼঝشৗञऩং५ॱكگ
ਕകఢఈपীങखथःॊর؞শং५ଭఋৃ॑ૐ৺खؚઐৢතਡधखथभপ்ऩਃ

ચਘ৲॑ॊधधुपؚ市間଼ଥपउःथ৭योॊञीभྟৡ؞ણৡ॑ୗघॊੱपऴ
औॎखःৈସऩ市ਃચभૐ॑ॊऒधदؚযभभाऩैङੲਾृધ৲ઐಉ॑ਭ
ਦघॊৗञऩঢ়ઠ॑লखまघ؛ 

 ਝभତभઅइ্ુਁكڮق
「ਁુ空間」॑ଡ成घॊਏऩ「ਁુਝ」धखथ 「ؚਕॡট५५ॡग़॔」「കઁৃ؞నষ

空間（ॹॵय़ಉ）」「ৗञऩং५ॱشॼঝ」पणःथତ॑ਤीまघ؛ 

＜බඹタのᩚഛイメージ＞ 



昭和7年頃：地下鉄工事の様子昭和7年頃：地下鉄工事の様子昭和7年頃：地下鉄工事の様子

昭和12年：完成当時の御堂筋昭和12年：完成当時の御堂筋昭和12年：完成当時の御堂筋 平成28年： 御堂筋オータムパーティー平成28年： 御堂筋オータムパーティー平成28年： 御堂筋オータムパーティー

世
界
最
新
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デ
ル
と
な
る
、人
中
心
の
ス
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ト
へ
。

御堂筋 将来ビジョン
Vision for MIDO-SUJI　100 Anniversary 

「世界最新モデルとなる、人中心のストリートへ」

～まちとつながり、人がつながっていく新たな価値を創出する空間へ～

御堂筋完成80周年記念事業推進委員会

180222※内容については今後の議論をふまえ、平成30年3月に実施する
　 御堂筋完成80周年記念事業推進委員会で決定する。


